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補
完
す
る

共
済
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完
す
る

保
険
提
供

保
険
提
供

　
同
社
は
、
１
９
４
２
年
に

農
林
水
産
業
協
同
組
合
、
信

用
金
庫
・
信
用
組
合
、
生
活

協
同
組
合
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
協
同
組
合
・
協
同
組
織

の
前
身
で
あ
る
産
業
組
合
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
損
害
保
険
の
重

要
性
が
高
ま
り
、
市
場
が
大

き
く
拡
大
し
て
い
く
中
で
、

一
般
家
計
分
野
に
お
い
て
着

実
に
地
歩
を
固
め
て
き
た
。

さ
ら
に
、
設
立
母
体
を
同
じ

く
す
る
各
種
協
同
組
合
・
協

同
組
織
と
は
深
い
関
係
を
保

ち
な
が
ら
、
補
償
機
能
に
お

い
て
は
共
済
事
業
を
補
完
す

る
存
在
と
し
て
堅
実
な
事
業

運
営
を
図
っ
て
き
た
。

　
２
０
２
０
年
度
末
で
の
同

社
全
体
で
の
保
有
契
約
件
数

は
、
自
動
車
保
険
（
約
80
万

件
）
、
火
災
保
険
（
約
４
５

０
万
件
）
、
傷
害
保
険
（
約

45
万
件
）
、
賠
償
責
任
保
険

等
の
新
種
保
険
（
約
25
万

件
）
、
海
上
保
険
（
約
２
万

件
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
共
済
を
補
完
す
る
主
な
商

品
の
一
つ
で
あ
る
「
傷
害
保

険
（
標
準
傷
害
保
険
）
」

は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
ケ

ガ
を
補
償
す
る
商
品
で
、
保

険
料
は
職
業
や
性
別
・
年
齢

に
関
係
な
く
一
律
。
保
険
金

の
種
類
に
は
、
死
亡
保
険

金
、
後
遺
障
害
保
険
金
、
入

院
保
険
金
、
手
術
保
険
金
、

通
院
保
険
金
が
あ
る
。

　
ま
た
「
賠
償
責
任
保
険

（
個
人
賠
償
責
任
保
険
）
」

は
、
個
人
が
居
住
す
る
住
宅

の
管
理
、
そ
の
他
の
日
常
生

活
を
営
む
上
で
、
他
人
の
身

体
・
生
命
を
害
し
、
ま
た
は

他
人
の
財
物
に
損
害
を
与
え

た
こ
と
に
よ
っ
て
負
担
す
る

法
律
上
の
賠
償
損
害
に
つ
い

て
保
険
金
を
支
払
う
。
被
保

険
者
の
家
族
も
補
償
対
象
と

な
る
。

リ
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、Ｓ
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ス
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減
、Ｓ
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Ｇ
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Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み

　
同
社
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

リ
ス
ク
に
対
応
す
る
保
険
商

品
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

「
事
故
・
災
害
の
軽
減
や
未

然
防
止
」
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
「
自
動

車
安
全
防
災
サ
ー
ビ
ス
」
を

提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
大

規
模
な
風
水
害
の
多
発
・
激

甚
化
に
よ
り
財
物
損
害
の
リ

ス
ク
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
防
災
・
減
災
の
意

識
高
揚
を
図
り
、
地
域
の
安

心
・
安
全
に
貢
献
す
る
た

め
、
「
災
害
リ
ス
ク
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
て
顧
客
と
の

対
話
に
も
活
用
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み
に
も
注
力
し
て
い

る
。
20
年
４
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

宣
言
を
行
い
、
同
社
の
事
業

活
動
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
貢
献
し
て
い
く
と
い

う
方
針
を
明
確
に
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
を
目
指

し
て
四
つ
の
重
点
取
り
組
み

を
定
め
て
お
り
、
そ
の
一
つ

目
で
あ
る
「
地
域
社
会
へ
の

保
険
普
及
に
向
け
た
取
組

み
」
で
は
、
多
彩
な
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ

と
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
に
二

次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
こ
と
で
説
明
動
画
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
仕
組
み
の
導
入

な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　
二
つ
目
の
「
健
康
的
な
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

み
」
で
は
、
傷
害
保
険
等
の

加
入
者
に
対
す
る
健
康
と
介

護
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
と
「
が
ん

情
報
の
普
及
啓
発
に
向
け
た

包
括
的
連
携
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
、
が
ん
予
防

・
が
ん
治
療
に
役
立
つ
情
報

の
発
信
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
三
つ
目
の
「
食
の
安
心
・

安
全
に
向
け
た
取
組
み
」
で

は
、
リ
ス
ク
が
多
様
化
す
る

農
業
の
安
定
的
な
経
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
保
険
商
品
の
提

供
や
、
自
動
車
保
険
の
契
約

１
件
に
つ
き
浄
水
剤
を
途
上

国
に
届
け
る
取
り
組
み
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
四
つ
目
の
「
環
境
保
全
へ

の
取
組
み
」
で
は
、
保
険
契

約
の
申
し
込
み
手
続
き
の
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
に
よ

る
紙
使
用
量
の
削
減
や
、
２

万
本
を
超
え
る
樹
木
の
保
護

・
育
成
活
動
等
を
行
っ
て
い

る
。共

済
団
体
と
の
つ

共
済
団
体
と
の
つ

な
が
り
強
化

な
が
り
強
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同
社
は
、
日
本
共
済
協
会

の
目
的
で
あ
る
「
協
同
組
合

が
行
う
共
済
事
業
の
健
全
な

発
展
と
地
域
社
会
に
お
け
る

農
林
漁
業
者
、
中
小
企
業

者
、
勤
労
者
な
ど
の
生
活
安

定
と
福
祉
向
上
」
へ
の
貢
献

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
例
え
ば
、
会
員
団
体
な
ど

の
役
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
や

情
報
提
供
に
向
け
て
研
修
会

講
師
を
担
う
な
ど
、
教
育
・

研
修
活
動
や
調
査
・
研
究
活

動
等
を
通
じ
て
他
の
共
済
団

体
と
の
つ
な
が
り
強
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
層
に
対
す

る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
進
化

さ
せ
て
い
る
。
傷
害
保
険
等

の
加
入
者
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
健
康
と
介
護
に
関
す

る
無
料
電
話
相
談
「
ま
ご
こ

ろ
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ

ス
」
を
提
供
。
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
心
配
事
や
疑
問
に
丁
寧

に
答
え
る
ほ
か
、
医
療
機
関

の
情
報
も
提
供
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
読
み
や
す
さ
、

判
別
し
や
す
さ
の
観
点
か
ら

各
種
ツ
ー
ル
に
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、
見

や
す
さ
、
分
か
り
や
す
さ
の

観
点
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

デ
ザ
イ
ン
を
統
一
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。持

続
的
成
長
に
向

持
続
的
成
長
に
向

け
二
つ
の
方
針

け
二
つ
の
方
針

　
同
社
は
22
年
度
、
創
立
80

周
年
を
迎
え
る
。
石
戸
谷
浩

徳
社
長
は
、
「
そ
の
よ
う
な

節
目
の
中
で
３
カ
年
の
新
た

な
中
期
経
営
計
画
を
４
月
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
や
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
展
な
ど
、
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、

当
社
が
持
続
的
な
成
長
を
果

た
し
て
い
く
た
め
の
基
本
方

針
を
二
つ
掲
げ
て
い
る
」
と

話
す
。

　
一
つ
目
は
、
「
協
同
組
合

・
協
同
組
織
を
は
じ
め
と
す

る
当
社
と
関
係
の
深
い
諸
団

体
や
お
客
さ
ま
・
代
理
店
と

の
つ
な
が
り
を
維
持
・
強
化

す
る
取
り
組
み
と
新
た
な
お

客
さ
ま
・
代
理
店
と
の
つ
な

が
り
を
広
げ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
」
。
二
つ
目

は
、
「
当
社
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
、
中
長
期
的

な
視
点
も
踏
ま
え
た
業
務
革

新
に
取
り
組
む
」
だ
。

　
石
戸
谷
社
長
は
、
「
本
中

期
経
営
計
画
期
間
に
お
い
て

は
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
加
速
し
、
お
客
さ

ま
接
点
の
拡
充
や
生
産
性
向

上
な
ど
を
進
め
て
い
く
が
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
『
共
栄
ら
し
さ
』
は

変
え
る
こ
と
な
く
取
り
組

む
。
こ
れ
ら
の
方
針
に
沿
っ

て
取
り
組
み
を
確
実
に
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
『
お
客
さ

ま
に
も
っ
と
選
ば
れ
る
会

社
』
と
い
う
到
達
点
へ
向
か

っ
て
い
く
」
と
の
考
え
を
示

し
て
い
る
。

３
カ
年
の
新
中
期
経
営
計
画
ス
タ
ー
ト

石戸谷社長

共栄火災のビジネスモデル

　
共
栄
火
災
は
、
２
０
０
３
年
に
創
業
の
理
念
で
あ
る
「
共
存
同

栄
」
の
精
神
の
も
と
、
相
互
会
社
か
ら
株
式
会
社
へ
組
織
変
更
し
、

協
同
組
合
・
協
同
組
織
諸
団
体
か
ら
の
出
資
も
受
け
、
名
実
と
も
に

「
協
同
組
合
・
協
同
組
織
を
基
盤
と
す
る
保
険
会
社
」
と
し
て
の
位

置
付
け
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
。
同
社
は
、
一
般
向
け
の
損
保
商

品
を
幅
広
く
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
組
合
員
や
会
員
に
向
け
て
は

「
共
済
を
補
完
」
す
る
形
で
傷
害
保
険
や
個
人
賠
償
責
任
保
険
な
ど

を
中
心
に
提
供
。
協
同
組
合
・
協
同
組
織
を
基
盤
と
し
、
共
済
団
体

と
理
念
を
共
有
す
る
唯
一
の
保
険
会
社
と
し
て
日
本
共
済
協
会
に
加

盟
し
て
い
る
。

協
同
組
合
・
協
同
組
織
が
基
盤

共
済
団
体
と
理
念
を
共
有

９日本共済協会30周年
共栄火災


